
　　　　乳幼児等医療費助成制度の対象年齢を18歳まで拡大し
「こども医療費助成制度」として新たにスタートします！

●対象年齢を拡大
　これまでは、未就学のお子さんの入院・通院、小学生のお子さんの入院が乳幼児等医療費助成制度の対象
でしたが、８月診療分より18歳まで対象年齢を拡大します。
※対象の方には個別に申請書を送付しますので、申請手続きをお願いします

●医療機関での窓口負担が0円
　これまでは、医療機関の窓口で初診料や１割～３割の自己負担がありましたが、８月以降は受給者証を呈
示することで窓口負担が０円となり、あわせて重度心身障害者医療およびひとり親家庭等医療の助成を受け
ている18歳までのお子さんについても窓口負担が０円となります。
※保険適用外につきましては、これまで通り自己負担となります

●所得制限を撤廃
　これまでは、生計を維持する方の所得が一定額を超えないことが助成対象の認定条件でしたが、8月以降
は所得制限を撤廃します。
※重度心身障害者医療およびひとり親家庭等医療の助成制度には引き続き所得制限があります

●フレカの申請手続きについて
　８月以降は医療機関窓口での自己負担がなくなることから、従来はフレカ事業として実施していた医療費
のポイント申請と金券に交換する手続きは原則不要となります。ただし、７月診療分までの医療費につきま
しては、従来通りの申請手続きが必要となりますので、お早目にポイントの申請と金券への交換手続きをお
願いします。

問い合わせ先／役場健康こども課　☎４８２-２９３５（課直通）
　　　　　　　◎こども医療費助成事業に関すること：保険年金係
　　　　　　　◎フレカ事業に関すること：こども支援係

弟子屈町斎場の利用について
■斎場を利用するには
　・ 電話などによる予約は受け付けていません。斎場を利用するには、役場窓口か川湯支所へ死亡届を

提出してください。

・ 待合室やロビー、給湯室の使用後は使用者の責任において必ず後片付けをし、清掃を行った上で、

施設管理人の確認を受けてください。

町斎場を利用される場合は以下の点について注意願います

■火葬当日の注意点
　・火葬当日は、死亡の届け出の際に町から発行される「火葬許可証」を斎場に提出してください。
　・出棺前には必ずドライアイスを取り除いてください。
　・腕時計など貴金属製品、プラスチック製品などの副葬品の自粛にご協力ください。

■待合室の利用について
　・死亡届を受理した時点で、待合室を１室ご用意します。
　・ごみは町指定のごみ袋に入れて、斎場前の集積箱に投入してください。
　　町指定のごみ袋をご用意いただけない場合はお持ち帰りください。

■斎場使用料(「火葬許可証」を発行する際にお支払い頂きます)
　・亡くなられた方が町民…12歳以上　10,000円、12歳未満　 7,000円
　・亡くなられた方が町民以外……12歳以上　20,000円、12歳未満　14,000円

問い合わせ先／役場環境生活課生活係☎４８２‐２９３４（課直通）

８月から
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　令和６年度第44回「少年の主張」弟子屈大会が５月26日、町公民館講堂で行われました。

町内各中学校の生徒の代表は、目で見て感じたことや体験して思ったことを堂々と発表しました。

最優秀賞には德
とく

永
なが

倖
さち

さんが選ばれました。

德永さんは、７月31日に開催される「少年の主張釧路総合振興局地区大会」に出場します。

「少年の主張」弟子屈大会
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友
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と
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と
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独
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友
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友
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友
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友
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、
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こ
と
が
あ
っ
て
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合
っ
て
乗
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越
え
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り
、
楽
し
い
こ

と
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共
有
し
た
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と
、
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世
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身
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る
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こ
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友
や

家
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に
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や
思
い
を
伝
え
る
の
も
一
つ
の

手
段
だ
と
思
い
ま
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。
友
情
と
の
関
係
を
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
、
お
互
い
を
支

え
合
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、
高
校
に
入
学
し
て
か
ら
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で

の
経
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を
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か
し
て
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く
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ん
の
友
達
を

つ
く
り
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な
人
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い
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で
す
。

川湯中学校 ３年

德永　倖 さん

最優秀賞 「友達の大切さ」  川湯中学校　３年　德永　　倖

優 秀 賞 「祖父母と向き合う」  弟子屈中学校２年　齋藤　来夏

優 良 賞 「多様性の認められた社会に向けて」 川湯中学校　２年　松橋　瑞穂

奨 励 賞 「第一印象」   弟子屈中学校３年　横山　結那

奨 励 賞 「恋愛は自由に」  弟子屈中学校１年　菅原　百音

審査結果
（敬称略）
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